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                     n！              P・（X≧G）rr（0）I力ηc2■mσm
である．ここでmはGの辺の数でありl r（0）1はGの自己同型群の位数である．．これは典型
的な場合であるが，一般にグラフを値としてとる確率分布あるいは確率過程というのは興味あ
る問題であると考えられる．
 集団遺伝学，数理生態学におけるモデルとして次のようなランダムな衝突モデルを考える．種
！が種ノより強ければ，ノ，ノの各］粒子が互いに衝突することにより～の2粒子になるという
